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本
年
度
第
５
回
目
の
全
体
研
修
会
は
、

梅
光
学
院
大
学
子
ど
も
学
部
未
来
学
科
の

准
教
授
で
あ
る
吉
島
豊
録
氏
を
お
招
き
し
、

昨
年
１
月
の
全
体
研
修
の
続
編
と
し
て
、

「
ア
ロ
チ
ャ
ー
ト
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

パ
ー
ト
Ⅱ
と
題
し
、
相
談
援
助
者
の
た
め

の
頭
の
整
理
術
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た

だ
い
た
。
日
曜
日
に
も
関
わ
ら
ず
約
40
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
と
は
、
ご
利
用
者
に

関
し
て
集
め
ら
れ
た
情
報
を
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
落
と
し
込
む
ま
で
の
ケ
ア
マ
ネ

平
成
24
年
度　

第
５
回
全
体
研
修
会

　
「
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
パ
ー
ト
Ⅱ

開
催
日
時　

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）
13
時
30
分
～
17
時
00
分

開
催
場
所　

岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
３
階
ワ
ッ
ツ
ル
ー
ム
Ａ
）

ジ
ャ
ー
の
思
考
の
足
取
り
を
、
○
（
マ
ル
）

や
□
（
四
角
）、
→
（
矢
印
）
な
ど
簡
単
な

記
号
を
使
っ
て
図
式
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
介
護
・
福
祉
専
門
職
が
、

自
ら
の
思
考
過
程
を
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
に
で
も
優

し
い
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス

担
当
者
会
議
・
事
例
検
討
会
・
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
が
可
能
に
な

る
と
さ
れ
る
手
法
で
、
県
外
の
介

護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
（
演
習
）

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

講
義
で
は
、
初
め
に
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

の
作
り
方
や
構
造
の
解
説
を
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
実
際
に
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
な
が
ら
作
成
を
行
っ
た
。
ア
セ
ス
メ

ン
ト
な
ど
で
得
ら
れ
た
情
報
を
、
ま
ず
主

観
的
・
客
観
的
事
実
に
細
か
く
分
け
、
ア

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て

線
や
矢
印
で
つ
な
げ
関
連
付
け
て
い
く
。
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合
同
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
さ
い
た

ま
市
保
険
福
祉
局
福
祉
部
介
護
保
険
課

長　

中
島
マ
リ
子
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

　

ま
ず
、
さ
い
た
ま
市
の
介
護
保
険
と
高

齢
福
祉
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
1

月
1
日
現
在
、
さ
い
た
ま
市
の
人
口
は

１
２
４
万
４
千
人
。
65
歳
以
上
の
人
口
が

25
万
人
、
高
齢
化
率
20.1
％
。

　

平
成
24
年
９
月
末
、
65
歳
以
上
の
人
口

に
対
す
る
認
定
率
は
、
約
15
％
の
状
況
。

認
定
者
数
は
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴

い
、
毎
年
５
％
弱
で
増
加
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

「
平
成
24
年
度　

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会　

行
政
合
同
研
修
会
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
３
月
25
日
（
月
）　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

武
蔵
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
９
階
）

に
つ
い
て
、

　

①
記
録
の
保
存
期
間
（
条
例
制
定
さ
れ

た
全
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
、
国
の
２
年

基
準
を
５
年
と
す
る
。

　

②
居
室
の
定
員
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
）
に
つ
い
て
、
国
の

１
人
基
準
を
４
人
以
下
と
す
る
。

　

③
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
）
に
つ

い
て
、
国
の
基
準
は
お
お
む
ね
10
人
以
下

の
と
こ
ろ
、
12
人
以
下
と
す
る
。

　

続
い
て
、
平
成
24
年
度
、
介
護
保
険
外

の
新
規
事
業
に
つ
い
て
、

　

①
介
護
予
防
高
齢
者
住
環
境
改
善
支

援
事
業
と
し
て
要
支
援
に
な
る
前
の
方

を
対
象
に
住
宅
改
修
と
し
て
は
、
上
限

15
万
円
を
上
限
に
補
助
制
度
を
創
設
。

　

②
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い

て
、
対
象
年
齢
を
65
歳
か
ら
60
歳
へ
拡

大
。

　

③
長
寿
応
援
制
度
と
し
て
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
団
体
活
動
に
対
し
て
、
ポ
イ
ン
ト

付
与
制
度
を
開
始
。

　

④
75
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
無

料
又
は
割
引
で
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を

利
用
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ケ
ッ
ト
交

付
事
業
を
開
始
。

　

⑤
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

に
さ
い
た
ま
市
高
齢
障
害
者
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
権
利
擁
護
の
専
門

相
談
窓
口
や
市
民
後
見
人
な
ど
の
養
成

事
業
を
開
始
。

　

中
島
氏
は
、「
介
護
保
険
外
の
制
度
や

事
業
に
つ
い
て
、
高
齢
者
に
関
わ
る
さ
い

た
ま
市
の
施
策
と
し
て
念
頭
に
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

結
び
に
、「
さ
い
た
ま
市
の
判
断
で
何

で
も
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

制
度
の
運
用
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
良
い

方
向
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
現
場
で
直
接
苦
労
さ
れ
て
い

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
皆
さ
ん
の
建
設

的
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
、
協
会
を
通
じ

て
お
受
け
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

す
る
と
関
連
付
け
た
図
か
ら「
ニ
ー
ズ
」、

「
長
期
・
短
期
目
標
」
が
見
え
て
く
る
。

そ
れ
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
第
2
表
に
記
載
さ

れ
る
わ
け
だ
が
、そ
の「
ニ
ー
ズ
」と「
長

期
・
短
期
目
標
」
は
、
ご
利
用
者
の
願

い
や
望
み
が
反
映
さ
れ
、
根
拠
も
関
連

性
も
実
に
明
確
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

　

講
演
冒
頭
で
、
厚
生
労
働
省
「
介
護

支
援
専
門
員
の
資
質
向
上
と
今
後
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
踏
ま
え
た

今
後
の
動
向
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
中
で
も
、
個
別
性
の
あ
る
プ
ラ
ン

が
今
後
は
求
め
ら
れ
て
く
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
今
回
の
講
演
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
身
に
つ
け
る
べ
き
情
報
整

理
の
技
術
を
実
践
を
通
じ
て
学
べ
る
、

と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
度
の
法
改
正
で
は
、
介
護
予

防
支
援
の
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１

人
あ
た
り
、
８
件
以
内
の
制
限
を
廃
止
。

現
在
、
要
支
援
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
包
括
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
へ
の
委
託
件
数
は
４
割
程
度
。
中
島

氏
は
、「
今
後
、
委
託
す
る
件
数
は
増
え

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
話
し
た
。

　

次
に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
て

い
く
と
い
う
流
れ
の
中
、
地
域
主
権
一
括

法
の
制
定
に
伴
い
、
さ
い
た
ま
市
の
独
自

基
準
３
点
（
平
成
25
年
４
月
１
日
施
行
）
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講
演　
「
夢
は
語
る
も
の
」
～
５
坪
の
店
か
ら
の
出
発
～

　
　
　
　
　
　

ビ
デ
オ
上
映
「
本
音
で
生
き
る
ラ
ー
メ
ン
人
生
」

　
「
中
華
そ
ば
３
９
０
円
」
の
看
板
で
お

な
じ
み
の
中
華
チ
ェ
ー
ン
「
日
高
屋
」　

首
都
圏
の
駅
前
を
中
心
に
３
２
１
店
舗

を
構
え
、
年
商
約
３
０
０
億
円
、
社
員

５
９
１
名
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
約

５
８
０
０
名
、
東
証
一
部
に
上
場
し
、
毎

年
着
実
に
売
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

本
年
度
最
後
の
全
体
研
修
は
、「
日
高

屋
」
の
創
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
ハ
イ
デ

イ
日
高　

会
長　

神
田
正
氏
に
お
越
し

い
た
だ
き
、「
夢
は
語
る
も
の　

～
５
坪

の
店
か
ら
の
出
発
～
」
に
つ
い
て
ご
講
演

を
い
た
だ
い
た
。

　

神
田
氏
は
、
昭
和
16
年
川
越
で
生
ま
れ

（
現
在
72
歳
）、
日
高
町
で
育
ち
（
こ
の
地

名
が
社
名
の
由
来
）、
子
供
時
代
、
大
変

貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
父
は
傷
痍

軍
人
で
働
く
こ
と
が
難
し
く
、
母
は
ゴ
ル

フ
場
の
キ
ャ
デ
ィ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、

４
人
の
子
供
を
育
て
た
。
長
男
で
あ
る
神

田
氏
も
休
日
は
、
キ
ャ
デ
ィ
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
、
生
活
費
を
補
っ
て
い
た
。
中
学

卒
業
後
、
住
み
込
み
で
町
工
場
に
勤
め
た

が
、
２
週
間
で
辞
め
て
し
ま
い
、
そ
の

後
も
一
つ
の
職
場
で
長
く
働
く
こ
と
が

時
に
よ
く
見
か
け
た
屋
台
の
再
現
（
駅
前

屋
台
）
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
60
歳
を
過
ぎ
て
鍋
を
振
る
の
は

き
つ
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
立
ち
飲
み
焼

鳥
屋
を
立
ち
上
げ
、
退
職
者
の
受
け
皿
も

兼
ね
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る

中
、
高
齢
に
な
っ
て
も
仕
事
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
。

お
客
様
に
喜
ば
れ
る
企
業
と
し
て
、
常
に

「
謙
虚
さ
」「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
忘
れ
ず

に
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
掲
げ
て
い
る
。

　

神
田
氏
は
、「
貧
乏
家
庭
で
育
っ
た
こ

と
、
今
で
は
そ
の
体
験
が
自
分
の
人
生

に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

人
間
と
い
う
の
は
、
情
熱
、
考
え
方
（
人

間
性
）
が
大
切
で
能
力
は
二
の
次
。
や
る

気
が
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き

る
。
情
熱
に
勝
る
能
力
は
な
い
。
ま
た
、

自
己
中
心
的
に
な
ら
な
い
、
私
利
私
欲
が

強
く
な
い
、
何
か
あ
っ
た
ら
社
会
に
返
し

た
い
と
い
う
姿
勢
が
大
切
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
講
演
を
聞
い
て
情
熱
と
や
る
気
、

神
田
氏
の
温
か
み
の
あ
る
人
柄
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

　
「
夢
は
見
る
も
の
で
な
く
語
る
も
の
」

ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
そ
の
成
功
を

信
じ
、
や
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
ら
れ
た
。

で
き
ず
、
転
職
を
繰
り
返
し
、
何
を
や
っ

て
も
長
続
き
し
な
い
性
格
で
能
力
は
全

く
な
い
と
自
分
を
振
り
返
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
思
っ

て
い
た
神
田
氏
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、

友
人
が
紹
介
し
て
く
れ
た
中
華
料
理
屋

だ
っ
た
。
そ
の
後
数
軒
で
経
験
を
積
み
、

29
歳
の
と
き
に
経
営
者
か
ら
店
長
を
任

さ
れ
た
が
、
立
地
条
件
が
悪
く
閉
店
。
一

進
一
退
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
大

宮
の
繁
華
街
で
貸
店
舗
の
張
り
紙
を
目

に
し
た
。
わ
ず
か
５
坪
と
狭
い
店
だ
っ
た

が
、
昭
和
48
年
に
「
来
来
軒
」
を
創
業
。

寝
る
間
も
惜
し
み
な
が
ら
深
夜
ま
で
営

業
し
、
２
年
後
、
大
宮
南
銀
座
に
２
店
目

を
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
２
店

舗
の
成
功
が
チ
ェ
ー
ン
化
を
決
意
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

企
業
化
に
向
け
弟
２
人
に
も
声
を
か

け
た
が
否
定
的
で
、
当
時
は
外
食
産
業

も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
然

の
反
応
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
田

氏
は
成
功
を
信
じ
て
い
た
た
め
、
諦
め
ず

に
情
熱
と
や
る
気
を
も
っ
て
根
気
よ
く

説
明
を
行
い
、
具
体
的
な
目
標
を
示
し
、

夢
を
語
る
こ
と
で
２
人
の
納
得
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

神
田
氏
は
、
人
を
動
か
す
た
め
に
は
、

「
夢
を
語
る
こ
と
」「
目
標
を
明
確
に
す
る

こ
と
」
リ
ー
ダ
ー
は
そ
れ
を
具
体
的
に
示

す
こ
と
が
大
切
と
力
説
す
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
２
年
に
10
店
舗
と
な

り
、
平
成
10
年
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
50
店

目
と
な
る
「
餃
炊
」（
現
日
高
屋
）
を
武

蔵
浦
和
に
開
店
し
商
号
を
「
ハ
イ
デ
イ
日

高
」
に
変
更
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
18
年

東
証
一
部
に
上
場
し
、
今
も
成
長
し
続
け

て
い
る
。

　

将
来
の
目
標
に
つ
い
て
、「
電
車
を
降

り
た
ら
必
ず
日
高
屋
が
あ
る
よ
う
に
し

た
い
。
首
都
圏
の
駅
前
に
出
店
す
れ
ば
、

約
６
０
０
店
舗
に
な
る
」　

夢
は
、
創
業
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桜
区
・
中
央
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
ヨ
ガ
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
１
月
24
日
（
木
）
17
時
30
分
～
19
時

開
催
場
所　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｌ　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ　

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ　

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
中
央
区
）

　

今
回
、
第
２
回
目
の
南
区
ケ

ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
で
は
、
６
月
11

日
（
月
）
に
行
わ
れ
好
評
で
あ
っ

た
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
実
践
を
通

じ
た
事
例
検
討
会
の
第
二
弾
を

実
施
し
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
前

回
に
引
き
続
き
ケ
ア
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
つ
む
ぎ

の
保
坂
氏
よ
り
、「
ア

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
ケ
ア

マ
ジ
メ
ン
ト
」
の
筆
者
、

吉
島
豊
録
先
生
の
ア

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
考
え

方
を
、
今
回
が
初
め
て

の
参
加
者
に
も
わ
か
り

易
く
、
再
度
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
今
回
は
東

電
さ
わ
や
か
ケ
ア
み
な

み
居
宅
介
護
支
援
の
鈴

木
氏
よ
り
事
例
の
提
出

を
い
た
だ
き
、
基
本
情

南
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
事
例
検
討
会　

ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
実
践　

パ
ー
ト
Ⅱ
」

開
催
日
時　

平
成
24
年
10
月
11
日
（
木
）
10
時
～
12
時

開
催
場
所　

南
区
文
蔵
公
民
館　

第
２
会
議
室

報
を
も
と
に
特
定
疾
病
で
あ
る

神
経
難
病
の
事
例
を
発
表
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

２
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
主
観

的
事
実
と
客
観
的
事
実
を
そ
れ

　

約
１
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
桜
区
・
中
央
区
合
同
ケ
ア
マ

ネ
サ
ロ
ン
は
、
ケ
ア
マ
ネ
自
身

の
健
康
づ
く
り
と
ス
ト
レ
ス
解

消
を
目
的
と
し
て
、
運
動
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
を
企
画

し
た
。

　

男
性
２
名
、
女
性
13
名
の
合

ぞ
れ
付
箋
に
書
き
出
し
、
模
造

紙
に
貼
り
付
け
、
マ
ジ
ッ
ク
で

関
係
の
あ
る
付
箋
の
枠
を
記
入

し
、
こ
れ
ら
の
情
報
と
情
報
の

間
に
、原
因
と
結
果
の
関
係
（
○

○
の
で
○
○
）
が
あ
れ
ば
原
因

か
ら
結
果
に
向
け
て
矢
印
で
結

ぶ
。
ま
た
相
容
れ
な
い
関
係（
○

計
15
名
が
参
加
し
た
。
ま
た
会

員
外
へ
も
声
か
け
し
、
当
協
会

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
交
流
を
し
た
。

　

全
身
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と

し
た
ヨ
ガ
は
初
体
験
の
方
が
多

く
、瞑
想
の
ポ
ー
ズ
、猫
の
ポ
ー

ズ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
た
め
息
が
も

○
け
ど
○
○
）
同
士
は
、
抗
う

意
味
の
波
線
で
結
ぶ
作
業
を
話

し
合
い
な
が
ら
行
っ
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
模
造
紙
を

白
版
に
張
り
出
し
、
取
り
上
げ

た
主
観
・
客
観
的
事
実
ご
と
に

発
表
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
発
表
か
ら
、
今
回
も
ニ
ー
ズ

と
し
て
の
糸
口
は
い
く
つ
か「
見

え
る
化
」
に
よ
っ
て
引
き
出
せ

た
検
討
会
と
な
っ
た
。
サ
ロ
ン

終
了
後
の
参
加
者
か
ら
は
、「
情

報
の
関
連
性
を
他
の
人
と
共
有

す
る
こ
と
で
ニ
ー
ズ
が
み
え
て

き
た
」「
何
度
か
、
検
討
会
に
参

加
し
て
い
く
と
、ア
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
の
仕
方
は
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
」「
初
め
て
の
参
加

で
、
最
初
は
関
係
同
士
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
検
討
会
後
は

考
え
方
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
感
想
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
、
南
区
は
ア
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
の
実
践
を
通
じ
た
事

例
検
討
会
を
開
催
し
、
一
人
で

も
多
く
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
考

え
方
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

れ
、
普
段
の
運
動
不
足
を
痛
感

し
た
。

　

他
に
サ
ー
キ
ッ
ト
＆
ダ
ン
ス

ス
テ
ッ
プ（
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
）

や
ア
ル
フ
ァ
カ
プ
セ
ル
（
全
身

代
謝
ア
ッ
プ
）、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
温
浴
（
血
行
・
新
陳
代
謝
亢

進
）、
酸
素
バ
ー
を
無
料
で
体
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今
回
の
岩
槻
区
サ
ロ
ン
会
は

日
頃
の
業
務
の
情
報
交
換
会
を

行
っ
た
。
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中

12
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
座
談
会

形
式
で
開
催
。
日
頃
の
業
務
の

問
題
点
や
、
困
難
事
例
の
対
応

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ

た
。

　

医
療
依
存
度
の
高
い
方
の
支

援
や
、
家
族
の
協
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
事
例
、
今

ま
で
対
応
し
た
困
難
な
ケ
ー
ス

等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
え
た
。

　

ど
の
事
業
所
も
対
応
に
困
難

な
ケ
ー
ス
の
共
通
点
と
し
て
、・

独
居
・
介
護
者
の
協
力
や
介
護

力
が
期
待
で
き
な
い
・
医
療
依

存
度
が
高
い
・
虐
待
（
疑
い
）

等
が
あ
り
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
や

対
応
に
奔
走
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
た
。
特
に
一
人
ケ
ア

岩
槻
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
会

　

情
報
交
換
会　

～
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
み
よ
う
～

開
催
日
時　

平
成
25
年
１
月
25
日
（
金
）
18
時
～
19
時
30
分

開
最
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
い
わ
つ
き　

会
議
室
Ａ

マ
ネ
の
事
業
所
で
は
相
談
相
手

が
居
な
い
為
、
判
断
や
対
応
に

困
っ
た
り
す
る
場
面
も
多
い
。

こ
う
し
た
情
報
交
換
会
を
行
う

こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
抱
え
て

い
る
問
題
を
解
消
し
、
他
事
業

所
と
の
連
携
を
深
め
る
き
っ
か

け
に
も
な
る
と
感
じ
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
医
療
的
ニ
ー

ズ
の
利
用
者
が
予
想
さ
れ
る

験
利
用
し
た
。

　

終
了
後
の
感
想
で
は
「
い
い

汗
を
か
け
た
」「
ス
ト
レ
ス
解

消
に
な
っ
た
」「
運
動
を
勧
め

る
身
で
あ
り
な
が
ら
運
動
不
足

だ
っ
た
こ
と
を
痛
感
」
な
ど
の

他
に
「
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
の
た

め
、
な
か
な
か
他
の
ケ
ア
マ
ネ

と
の
交
流
の
場
が
こ
れ
ま
で
少

な
く
淋
し
く
感
じ
て
い
た
」
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
一
緒
に
汗

を
流
し
、
気
軽
に
意
見
や
悩
み

が
話
せ
る
「
和
み
」
の
場
と
し

て
の
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
も
意
義

が
あ
る
と
感
じ
た
。

中
、
福
祉
系
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
多
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
医
療
の
知
識
不
足
が
懸
念

視
さ
れ
て
い
る
今
日
、
定
期
的

な
研
修
会
、
勉
強
会
が
重
要
で

あ
り
、
区
内
事
業
所
の
全
体
的

な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
と
感
じ
た
。

西
区
・
桜
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
居
宅
実
地
指
導
勉
強
会
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
２
月
19
日
（
火
）
15
時
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

馬
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

本
年
度
２
回
目
の
西
区
・
桜
区

合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
「
居
宅

実
地
指
導
勉
強
会
」を
テ
ー
マ
に
、

参
加
者
12
名
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

実
際
に
、
実
地
指
導
を
受
け

た
、
２
か
所
の
事
業
所
か
ら
の

報
告
を
メ
イ
ン
と
し
、
そ
の

後
、「
監
査
あ
る
あ
る
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

事
業
所
か
ら
の
報
告
は
、
①

事
前
提
出
書
類
の
内
容
や
、
準

備
で
苦
労
し
た
点
、
②
確
認
さ

れ
た
ケ
ー
ス
数
と
そ
の
内
容
、

③
指
導
、
指
摘
を
受
け
た
点
に

つ
い
て
、
④
改
正
前
と
改
正
後

の
実
地
指
導
の
違
い
、
⑤
こ
れ

か
ら
実
地
指
導
を
受
け
る
皆
さ
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チ
ャ
ー
ト
で
の
【
見
え
る
化
】

さ
せ
る
方
法
で
、
自
分
と
は

違
っ
た
方
法
に
よ
り
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
た
こ
と

で
、
目
か
ら
う
ろ
こ
な
心
境
で

す
。
今
回
、
事
例
を
提
供
し
て

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
参
加

し
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
も

「
参
加
を
続
け
る
こ
と
で
、
ア

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
考
え
方
も
だ

ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
た
」「
今

後
は
こ
れ
を
本
来
の
業
務
に
活

か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感

想
も
あ
っ
た
。
今
回
で
３
回
目

と
な
る
が
、
今
後
も
機
会
が
あ

れ
ば
事
例
検
討
会
を
実
施
し
、

少
し
で
も
多
く
の
会
員
に
ア

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
提
案
し
て
い

き
た
い
。

南
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
事
例
検
討
会　

ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
実
践　

パ
ー
ト
Ⅲ
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）　

10
時
～
12
時

会
場
場
所　

武
蔵
浦
和
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
８
階　

第
10
集
会
室

ん
へ
一
言
、
な
ど
の
内
容
に
つ

い
て
、
細
か
く
説
明
が
あ
っ
た
。

　

指
導
を
受
け
た
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
感
想
と
し
て
、「
ケ
ア

マ
ネ
数
が
多
い
上
に
、
事
前
準

備
期
間
が
短
く
、
休
日
返
上
で
、

書
類
整
理
に
あ
た
っ
た
」「
書
類

整
理
は
、
日
頃
の
業
務
の
見
直

し
が
で
き
、と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
日
々
増
え

る
書
類
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
や
、

加
算
を
取
る
た
め
の
注
意
点
な

ど
、
日
頃
か
ら
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
や
、
自
信
が
な
い

点
に
お
い
て
の
質
問
が
多
く
、

日
々
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
で
、
少
な
か
ら
ず
、
実
地

指
導
に
お
い
て
、
不
安
を
感
じ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
情
報

交
換
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
「
実
地

指
導
勉
強
会
」
を
開
催
し
た

が
、
ケ
ア
マ
ネ
同
士
の
情
報
交

　

今
回
の
南
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ

ン
も
、
梅
光
学
院
大
学
の
吉

島
准
教
授
が
提
唱
さ
れ
る
【
ア

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
】
の
実
践
を
通

し
た
事
例
検
討
会
を
開
催
し

た
。
今
回
で
３
回
目
と
な
り
、

今
回
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス

み
な
み
風
の
吉
永
氏
よ
り
事
例

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
で
事
例
検
討
、
検

換
は
、日
頃
の
業
務
負
担
軽
減
、

適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、

サ
ロ
ン
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

新
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

ら
は
、「
一
人
ケ
ア
マ
ネ
な
の

で
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
、

早
速
、
書
類
を
見
直
し
て
み
ま

す
」
と
い
う
意
見
や
、
実
地
指

導
を
何
回
か
経
験
し
て
い
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
恐
れ
る

こ
と
な
く
、
利
用
者
の
為
に

行
っ
た
と
、
流
れ
な
ど
説
明
で

き
れ
ば
問
題
な
し
」
な
ど
の
意

見
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
も
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

間
の
情
報
交
換
の
機
会
を
増
や

し
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
も
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
、

企
画
、
提
案
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

討
結
果
の
発
表
を
行
っ
た
。
参

加
人
数
は
10
名
で
２
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
た
。
最
初
に
ケ
ア
プ
ラ

ン
セ
ン
タ
ー
つ
む
ぎ
の
保
坂
氏

よ
り
、
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
説

明
を
簡
単
に
し
て
い
た
だ
い

た
。
今
回
は
（
前
回
の
検
討
会

で
沢
山
の
主
観
的
・
客
観
的
な

事
実
か
ら
複
数
の
ニ
ー
ズ
が
抽

出
さ
れ
混
乱
し
た
状
態
と
な
っ

た
為
）
最
初
か
ら
一
つ
の
ニ
ー

ズ
に
絞
り
検
討
を
す
る
こ
と
に

し
た
。そ
の
後
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
、
主
観
的
・
客
観
的

な
情
報
か
ら
導
か
れ
た
「
短
期

目
標
」・「
長
期
目
標
」・「
援
助

内
容
」
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
検

討
・
発
表
し
た
。

　

発
表
後
、
事
例
提
供
者
の
吉

永
氏
よ
り
、「
皆
さ
ん
で
ア
ロ
ー
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す
る
過
程
を
振
り
返
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。
介
護
実
践
の
根

拠
に
は
、
専
門
職
に
必
要

な
知
識
・
技
術
の
習
得
が

不
可
欠
で
あ
り
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
価
値
を
高
め
る

ツ
ー
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
や
マ
ズ

ロ
ー
欲
求
説
）
を
振
り
返

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
た
。

　

演
習
４
で
は
、
支
援
者

と
し
て
の
介
護
者
の
行
為

の
視
点
か
ら
、演
習
２
で
作
成
し
た
シ
ー

ト
を
基
に
展
開
過
程
を
振
り
返
っ
た
。

二
人
一
組
と
な
り
、
少
な
い
情
報
の
中

か
ら
想
像
を
働
か
せ
、
対
象
者
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
や
事
例
提
供
者
の
動
機
に
も

思
い
を
馳
せ
る
こ
と
で
、
事
例
提
供
者

の
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
自
分
自
身
の

振
り
返
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
実
践
で
出
て
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

当
協
会
で
は
す
で
に
恒
例
と
な
っ
た
、

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
の
峯
尾
武

巳
教
授
を
講
師
に
、「
実
践
の
振
り
返
り
・

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ
で
事
例

検
討
の
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
、
４
段
階
か
ら
構
成
さ
れ

る
演
習
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

演
習
１
で
は
、
施
設
ケ
ア
の
特
徴
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

演
習
２
で
は
、
施
設
の
介
護
を
個
別

事
例
か
ら
見
直
し
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
問
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
（
気
が
か

り
な
場
面
・
支
援
を
巡
る
行
き
詰
ま
り

感
な
ど
）
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し

た
。

　

演
習
３
で
は
、
施
設
ケ
ア
プ
ラ
ン
と

介
護
過
程
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
。

施
設
の
基
本
は
生
活
を
支
援
す
る
介
護

で
あ
り
、
介
護
の
計
画
を
き
ち
ん
と
伝

え
る
方
法
論
（
教
育
）
が
必
要
で
あ
る
。

介
護
実
践
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
介
護

過
程
で
あ
り
、
介
護
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

「
平
成
24
年
度
第
３
回
研
修
会
」

　
「
実
践
の
振
り
返
り
・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
２
月
２
日
（
土
）
13
時
30
分
～
17
時

開
催
場
所　

介
護
老
人
保
健
施
設
尚
和
園
ア
ン
シ
ャ
ン
テ
（
緑
区
）

と
自
分
の
課
題
分
析
や
設
定
が
合
っ
て

い
る
の
か
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

定
員
を
超
え
る
36
名
の
参
加
者
中
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

か
ら
の
参
加
者
が
19
名
を
占
め
、
関
心

の
高
さ
を
改
め
て
確
認
し
た
。
会
員
応

募
も
数
名
あ
り
、
企
画
・
運
営
へ
の
参

加
意
思
を
示
さ
れ
た
方
が
い
た
こ
と
を

報
告
す
る
。
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さいたま市介護支援専門員協会ホームページ

会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会・退会希望の場合は事務局ま
でご連絡ください．
　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野﨑・西間木
　　　　（社福）さいたま市社会福祉協議会　大宮サービスセンター
　　　　電話番号　048 － 645 － 7470　　　　　FAX　048 － 645 － 7500

事 務 局 よ り

h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

ちょっと   coffee  break

　先日、気の置けない仲間たちとマジックショー
を観に行く機会に恵まれました。
　子どものころに見たことのある手品ともテレビ
で見る派手なイリュージョンとも違い、私にとっ
てのマジックショーはとても魅力的なものでした。
　ショーの内容は、食事をしながらステージで
のショーと各テーブルを回るテーブルショーを
楽しむというものでした。
　華やかなステージでのショーに引き込まれま
したが、目の前で行われるテーブルマジックに
は感激と驚きでいっぱいでした。これほど目の
前で見ているのに「え～っ何で！」の連続です。
　マジックのテクニックもさることながら、見
事な話術にも驚かされました。そんな中、マジッ
クが最高に盛り上がったところでマジシャンが
係の人に呼ばれテーブルを離れなくてはならな
い事態に！何かの用事と思われ私たちはおしゃ
べりに・・・ほどなくマジシャンはテーブルに
戻りマジック再開。

目指せ、マジシャン

会員Ｋ

　とても楽しいひと時を過ごしお店を出たとこ
ろ、仲間の一人の「あの時の中座でやっぱり腰
を折られたわね」という言葉の後に「私も仕事
でそうすることあるわ」の言葉にハッとしまし
た。確かに複数の利用者さんに対してこちらは
一人・・・「ちょっと待ってね」をしていること
は自分にもありました。どんなに良い雰囲気でい
てもたった一言で180度変わってしまうことだっ
てあり得るし、自分では気がつかないうちに相
手を不快にさせてしまうこともあるのだと言う
ことを実感しました。
　今回のマジックショーでは思わぬ収穫があり
ました。おまけで教えてもらったマジックの種
明かしや、相手の心をつかむ巧みな話術と相手
の心を逃がしてはいけないタイミング、これは
大変勉強になりました。
　「目指せマジシャン」の気持ちで使いこなせる
ように日々訓練の意気込みです。ともあれ、と
ても楽しい非日常を過ごせた一日でした。

ちょっと   coffee  break

 

平成 25 年度　さいたま市介護支援専門員協会
「通常総会　及び　全体研修会」開催日のご案内
平成 25年　５月 18日（土）　さいたま共済会館

元NHKアナウンサー　堀尾　正明氏がご講演されます。　乞うご期待ください。
テーマ　「誰とだって　波瀾談笑」　～心の通うコミュニケーション～


